
目的
本県の主幹漁業である, 沖合底曳網漁業で漁獲さ
れる魚種の中で, 最も生産額の高いズワイガニは,
ＴＡＣ対象種でもあり, 資源水準の把握が急務となっ
ている. そのため, 本種の資源水準を把握するため
の基礎資料を収集する. また, 本県沖合に設置され
ている増殖場効果についての基礎資料を収集する.

方法
①本種の漁獲統計調査を行うことにより, 漁獲動向
を把握した.
②沖合底曳網休漁期間中に, 本県沖合の増殖場周辺
海域において, 篭網による分布調査を行った. (篭
網調査)
③ズワイガニ漁解禁前に, 本県沖合および隠岐島周
辺海域において, オッタートロールによる水深別分
布調査を行った. (漁期前調査)

結果
①平成��年度漁期の銘柄別水揚げ量, 金額および単
価を表１に示した. 今漁期の水揚げ量は松葉がにが
約���トンで昨年並より��％多く, 若松葉 (水がに)
が���トンで昨年並み, 親がには���トンで昨年より
７％少なく, 全体では�����トンでほぼ昨年並みの
漁獲であった. 一方, 漁獲金額は, 松葉がには����
億円で昨年より��％多く, 若松葉は���億円で昨年
並み, 親がには���億円で昨年より７％の減少で,
全体では����億円で前年より３％の増加であった.
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表１ 平成18年度漁期のズワイガニの水揚げ量



②調査は����年７月６日から７月��日にかけて試験
船第一鳥取丸を用いて行ない, その位置及び結果は
表２および図１のとおりであった. 調査点１から４
は, 平成��年から��年度に鳥取市沖に設置されたズ
ワイガニ増殖場周辺に, 調査点５は, 平成７年から
８年度に本県青谷沖に設置されたズワイガニ増殖場
に設定した. 鳥取市沖の����から����では, 最も水
深の浅い����を除き雄が優先していた. そして, 魚
礁内に篭を投入した����では一篭当たりの漁獲尾数
は���尾で, ����と最も近い水深帯の����より低い分
布密度であった. また, 青谷沖の増殖場に投入した����の漁獲尾数はあかこ主体であり, 総漁獲尾数は�����尾で, 昨年同様高い分布密度であった.
次に, 各調査点で漁獲されたズワイガニの甲幅組
成を図２に示した. 鳥取市沖の����から����では水
深����の����で甲幅���㎜前後の雄が若干量漁獲さ
れたが, ����及び����ではほとんど漁獲がなく, 最
も深い調査点４で雄主体のまとまった漁獲があった.
その組成は, 雌は甲幅��㎜前後の雌未成体と, 甲幅��㎜以上の��齢から��齢とみられる水雌が多く漁獲
された. 一方, 青谷沖の����では, 甲幅��㎜前後の
成体雌と甲幅���㎜前後の成体雄が漁獲された.
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表２ ズワイガニ篭網調査位置および結果(2006年７月)

図１ ズワイガニ篭網調査位置(2006年７月)



－��－図２ ズワイガニ篭網調査による体長組成(2006年７月)



③調査は����年��月��日から��月��日にかけて行い,
その位置及び結果は図３および表３のとおりであっ
た. 調査点は全点で��であったが, 調査点５, ��,��, ��及び��は欠測となった. これを除いた��点で
の漁獲は雌が�����尾, 雄が�����尾で雌雄比は���������であった.
次に, 調査海域を北緯��°以南の日本のＥＥＺ内
及び東経���゚ ��́ ～���゚ ��́ の海域とし, 調査範
囲を浜田沖, 隠岐北, 鳥取沖の３海域に分け (図４),
さらに浜田沖及び隠岐島北は水深����から����の
海域, 鳥取沖は水深����から����の海域とし, 各
調査点の雌雄別体長別漁獲尾数を図４に示す各海域
の水深帯別に振り分け, 水深別単位面積当たり体長
別漁獲尾数を求め, これに調査海域の面積を掛け,
海域ごとの水深帯別体長別資源尾数を求め, 図５に
示した.
浜田沖では, 水深��������は欠測となった. そ

の他の水深帯では��������で甲幅���㎜前後の成体
(大爪), ��������で��㎜前後の未成体 (小爪) が
漁獲された. 一方, 雌は水深��������で甲幅��㎜
前後の抱卵個体が多く漁獲され, 水深��������で
は雄同様, ��㎜前後の未成体が漁獲された.
隠岐島北海域についても, 水深��������につい

ては欠測となった. その他の水深帯については水深��������で甲幅��㎜前後及び��㎜前後の雌雄が大
量に漁獲されたが, 昨年��㎜前後及び��㎜前後の多
かった水深��������では減少していた. 全体とし
ては雌は甲幅��㎜前後の抱卵個体, 雄は幅��㎜前後
及び��㎜前後の未成体が卓越していたが, 昨年より
は低い分布密度であった.
鳥取沖海域でも水深��������は欠測となった.

他の水深帯では, 昨年卓越していた甲幅��㎜前後雌
未成体が, 本年は水深��������で甲幅��㎜前後の
抱卵個体として漁獲された. そのため, 全体でも甲
幅��㎜前後の抱卵個体が卓越していたが, 雄は甲幅��㎜前後の雄が多く, その密度も昨年より低い値で
あった. 雌は抱卵個体は昨年より少ないが, ほとん
どが今年クロコになる個体であった.
次に, 各海域ごとの水深別漁獲尾数を足しあわせ
図６に示した. 水深��������はすべての海域で欠
測であった. その他の水深帯では, 雌は��������
水深帯で甲幅��㎜前後の抱卵雌が多く分布していた.
また, 雄は水深��������で甲幅��㎜及び��㎜前後
の未成体が多く分布していた.

さらに, これらの水深帯の体長別漁獲尾数を足し
あわせ, 昨年と比較したものを図７に示した. ����
年の雌は甲幅��㎜前後の抱卵個体が主体であり, 前
年と同程度の量と見られ, 雄は甲幅��㎜及び��㎜前
後に大きなモードが見られたが, 後者は昨年に比べ
減少した.

－��－ 図４ 調査海域区分

図３ 調査点位置図



このうち, 雌については抱卵個体を今期漁獲対象
となるくろこと来期から漁獲に加わるあかこに分け
て比較し, 図８に示した. ����年の抱卵個体はくろ
こが大半を占めていたが, ����年はあかこが多く含
まれており, くろこは前年の��％であった. 雄につ
いては今期漁獲対象となる甲幅��㎜について比較し,
図９に示した. 今期松葉がにとして漁獲されるであ
ろう甲幅��㎜以上の大爪は����年に比べ約���倍,
今期若松葉として漁獲されるであろう甲幅���㎜以
上の小爪は前年の���倍であった.
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表４ ズワイガニ漁期前調査結果
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図５－１ 浜田沖海域における水深別雌雄別体長組成(2006年10月)



－��－
図５－２ 隠岐島北海域における水深別雌雄別体長組成(2006年10月)
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図５－３ 鳥取沖海域における水深別体長組成(2006年10月)
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図６ ズワイガニ漁期後調査(2006年10月)による水深別雌雄別甲幅組成

図７ 漁期前調査結果の昨年との比較
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図８ 雌抱卵個体の比較

図９ 甲幅90㎜以上の雄の比較




